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今
泉
秀
太
郎
（
ポ
ン
チ
絵
画
家
）
の
死
刑
方
法
改
正
論

続
・
明
治
法
制
史
料
雑
纂
（
七
）

手

塚

豊

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
史
料
は
、
明
治
時
代
に
時
事
新
報
の
ポ
ン
チ
絵
画
家
と
し

て
知
ら
れ
た
今
泉
秀
太
郎
の
雑
談
を
収
め
た
「
一
瓢
雑
話
」
の
中
に
み
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「
死
刑
の
改
正
を
望
む
」
の
一
文
で
あ
る
が
、
絞
首
刑
を
廃
し
、
毒
殺
刑
の
採

用
を
主
張
し
た
見
解
は
、
明
治
以
降
、
お
そ
ら
く
他
に
類
例
の
す
く
な
い
異
色

の
死
刑
論
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
明
治
以
降
の
死
刑
論
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
諸
先
学
の

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

業
績
が
い
く
つ
か
あ
り
、
私
も
そ
の
験
尾
に
附
し
て
一
文
を
発
表
し
た
こ
と
が

（
3
）

あ
る
。
し
か
し
．
こ
れ
ら
は
専
ら
死
刑
反
対
論
の
流
れ
の
研
究
で
あ
つ
て
．
絞

首
刑
の
代
り
に
他
の
方
法
の
死
刑
を
採
用
す
べ
し
と
す
る
見
解
の
動
き
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
た
も
の
が
な
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
主

張
が
す
く
な
か
つ
た
こ
と
は
事
実
と
思
わ
れ
る
が
、
絶
無
で
は
な
い
か
ら
、
な

お
将
来
の
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
に
関
連
す
る
史
料
は
、

些
少
の
も
の
で
も
貴
重
と
い
え
る
。
今
泉
の
毒
殺
刑
論
を
、
こ
こ
に
紹
介
す
る

　
　
　
今
泉
秀
太
郎
（
ポ
ン
チ
絵
画
家
）
の
死
刑
方
法
改
正
論

所
以
で
あ
る
。

　
周
知
の
ご
と
く
、
明
治
十
五
年
刑
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
新
律
綱
領
あ
る
い
は

改
定
律
例
と
異
な
り
、
死
刑
を
「
絞
首
」
だ
け
に
限
定
し
て
い
る
（
無
二
）
．
そ

れ
以
来
、
軍
刑
法
の
銃
殺
刑
（
鯛
橋
彫
征
欝
鞭
輝
酬
±
飢
）
を
唯
一
の
例
外
と
し
、

普
通
刑
法
の
死
刑
は
、
す
べ
て
絞
首
刑
に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
刑
法
の
施
行
直
後
の
頃
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
電
気
に
よ

る
死
刑
（
9
8
q
8
葺
8
）
の
こ
と
が
盛
に
論
議
さ
れ
は
じ
め
た
。
こ
の
模
様
は
、

わ
が
国
で
も
新
聞
紙
上
に
報
道
さ
れ
た
（
例
え
ば
明
治
十
七
年
十
二
月
十
六
日
・

時
事
新
報
）
。
ア
メ
リ
カ
で
、
電
気
に
よ
る
死
刑
す
な
わ
ち
電
気
イ
ス
（
①
諄
鼠
。

。
富
ε
を
最
初
に
採
用
し
た
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
あ
る
．
同
州
で
は
、
一

八
八
八
年
六
月
四
日
（
明
治
二
十
一
年
）
の
法
令
で
、
そ
れ
を
定
め
、
翌
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
（
5
）

八
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
た
．
そ
し
て
、
逐
次
他
の
州
に
も
波
及
し
た
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
先
き
だ
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
あ
る
い
は
他
の
州
の
議
会
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
一
四
九
七
）



　
　
　
　
今
泉
秀
太
郎
（
ポ
γ
チ
絵
画
家
）
の
死
刑
方
法
改
正
論

電
気
イ
ス
採
用
の
論
議
は
、
わ
が
国
に
も
伝
え
ら
れ
た
　
（
例
え
ぽ
明
治
二
十
年

五
月
三
日
・
五
月
十
六
日
・
時
事
新
報
。
同
年
五
月
十
一
日
・
朝
野
新
聞
）
。
そ
れ

が
た
め
、
わ
が
政
府
部
内
で
も
電
気
イ
ス
の
採
用
が
、
考
慮
さ
れ
は
じ
め
た
よ

う
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
五
月
四
日
・
朝
野
新
聞
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲

げ
て
い
る
。

　
　
昨
今
、
我
邦
に
も
電
気
を
用
ひ
て
死
刑
を
行
は
ん
と
の
議
を
な
す
者
の
起

　
り
し
よ
り
、
遂
に
絃
に
至
り
し
も
の
か
、
其
筋
に
て
は
此
程
医
科
大
学
に
照

　
会
し
、
獣
類
に
就
き
精
細
な
る
試
験
を
な
し
．
其
結
果
を
報
告
せ
ら
れ
ん
こ

　
と
を
乞
ひ
た
る
に
、
同
大
学
に
て
は
数
回
試
験
を
為
し
た
る
上
、
其
の
取
調

　
べ
た
る
顛
末
を
報
告
せ
ら
れ
た
り
と
云
へ
り
。

　
同
月
七
日
・
大
阪
日
報
に
も
同
じ
内
容
の
記
事
が
み
ら
れ
る
が
、
「
医
科
大

学
」
と
あ
る
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
同
月
二
十
八
日
・
高
知
日
報
は
「
編
纂
中
の
刑
法
草
案
中
で
は
絞
殺
を
止

め
て
、
電
気
殺
に
し
た
と
の
噂
あ
り
」
と
も
伝
え
て
い
る
。
当
時
、
外
務
省
に

設
け
ら
れ
て
い
た
法
律
取
調
委
員
会
で
、
明
治
十
五
年
刑
法
の
修
正
作
業
が
行

わ
れ
て
い
た
．
「
編
纂
中
の
刑
法
草
案
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
委
員
会
の
論
議

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
．

　
こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
十
年
頃
、
わ
が
国
で
も
、
電
気
イ
ス
の
採
用
論
が
拾

頭
し
た
。
し
か
し
、
政
府
部
内
の
ど
こ
で
発
議
さ
れ
た
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
中

止
L
た
の
か
な
ど
、
さ
ら
に
詳
し
い
事
情
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
私
は
、
渉
猟

不
足
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
考
証
で
き
な
い
。
そ
の
後
、
そ
う
し
た
議
論
の
再

燃
が
あ
つ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

　
今
泉
の
　
二
瓢
雑
話
」
は
、
明
治
三
十
四
年
九
月
の
出
版
で
あ
る
が
（
誠
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
（
一
四
九
八
）

堂
刊
）
、
そ
の
毒
殺
刑
論
は
、
前
述
の
電
気
イ
ス
採
用
論
議
に
次
い
で
、
「
絞

首
」
と
い
う
手
段
に
反
対
し
た
第
二
の
提
案
で
あ
つ
た
と
み
て
い
い
。

　
今
泉
秀
太
郎
は
中
津
の
人
、
一
瓢
と
号
す
。
福
沢
諭
吉
の
甥
に
当
り
、
明
治

十
七
年
四
月
慶
慮
義
塾
本
科
卒
業
．
翌
年
四
月
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
主
と
し

て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
在
留
、
現
地
の
新
聞
社
あ
る
い
は
日
本
人
商
社
に
勤

務
す
る
傍
ら
、
石
版
書
画
、
写
真
術
な
ど
を
習
得
、
二
十
三
年
に
帰
国
後
、
時

事
新
報
社
に
入
り
．
ポ
ン
チ
絵
を
担
当
し
て
活
躍
し
た
。
し
か
し
、
三
十
一
年

末
か
ら
、
病
気
の
た
め
筆
を
絶
つ
た
。
三
十
三
年
一
月
一
日
・
時
事
新
報
は
前

年
を
回
顧
し
た
文
の
中
で
「
従
来
本
紙
の
ポ
ン
チ
画
は
、
今
泉
一
瓢
子
の
筆
に

成
り
、
一
種
独
特
の
妙
味
あ
る
を
以
て
評
判
晴
々
た
り
し
が
、
不
幸
に
し
て
前

年
末
同
子
病
に
罹
り
て
、
其
筆
を
拗
つ
の
止
む
を
得
ざ
る
に
至
り
し
か
ば
、
我

社
は
更
に
人
を
求
め
…
－
q
北
沢
保
次
氏
（
楽
天
－
手
塚
註
V
を
入
社
せ
し
め

て
四
月
中
よ
り
今
泉
氏
の
後
を
襲
は
し
め
た
り
」
と
述
べ
て
い
る
．
明
治
三
十

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

七
年
九
月
十
八
日
逝
去
、
享
年
四
十
歳
。

二
瓢
雑
話
」
の
序
文
「
前
口
上
」
は
、
そ
の
出
版
の
由
来
を
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

　
　
私
は
数
年
前
か
ら
、
病
気
に
罹
り
ま
し
て
。
爾
来
世
間
へ
出
る
事
が
叶
は

　
ず
、
従
つ
て
見
る
事
も
、
聞
く
こ
と
も
、
喋
べ
る
事
も
思
ふ
儘
に
な
り
ま
せ

　
ぬ
…
…
斯
う
い
ふ
身
体
に
な
つ
て
見
る
と
、
益
々
見
た
い
、
益
々
聞
き
た
い
、

　
益
々
喋
り
た
い
と
い
ふ
情
が
、
愈
々
切
に
な
つ
て
参
り
ま
す
…
…
右
の
次
第

　
で
、
病
中
な
が
ら
私
の
意
思
を
一
通
り
世
間
の
人
へ
知
ら
せ
る
為
め
に
、
福

　
井
氏
の
速
記
を
煩
は
す
所
以
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
同
書
は
今
泉
の
病
中
の
談
話
を
、
福
井
順
作
の
速
記
に
よ
つ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
書
の
内
容
は
、
っ
漫
画
の
修
業
」

「
子
供
の
遊
び
方
」
「
西
洋
画
法
を
用
ゆ
べ
し
」
「
女
の
着
物
に
就
い
て
」
「
行
儀

作
法
」
他
三
十
五
編
の
談
話
で
、
そ
の
中
の
一
つ
が
毒
殺
刑
を
提
案
し
た
「
死

刑
の
改
正
を
望
む
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
提
唱
は
、
法
律
問
題
と
は
お
よ

そ
方
面
ち
が
い
の
漫
画
家
の
雑
話
集
－
出
版
部
数
も
そ
れ
ほ
ど
多
か
つ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
ー
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
と
て
、
法
律
専
門

家
の
目
に
ふ
れ
る
機
会
は
き
わ
め
て
す
く
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
．

　
毒
殺
刑
は
、
す
く
な
く
と
も
近
代
に
お
い
て
は
、
欧
米
各
国
に
お
い
て
も
そ

の
実
例
が
な
い
。
し
か
し
、
毒
殺
刑
の
採
否
が
論
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
る
。
例

え
ば
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
、
死
刑
囚
に
毒
薬
自
殺
を
み
と
め
る
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

が
問
題
と
な
つ
た
こ
と
が
あ
り
、
英
国
で
は
、
死
刑
の
間
題
を
調
査
し
た
一
九

四
八
年
－
五
三
年
の
王
立
委
員
会
に
お
い
て
「
絞
首
刑
に
代
る
、
比
較
的
ら

く
な
執
行
方
法
」
と
し
て
、
受
刑
者
の
協
力
の
も
と
に
致
死
量
の
薬
物
を
静
脈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
注
射
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
、
・
・
ユ

（
≧
冨
旨
9
唐
琶
は
、
死
刑
に
反
対
し
つ
つ
、
一
種
の
妥
協
策
と
し
て
、
受
刑

者
の
自
発
的
意
思
に
よ
り
1
場
合
に
よ
つ
て
は
強
制
的
に
1
麻
酔
薬
を
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

用
さ
せ
る
方
法
を
提
案
し
て
い
る
。
今
泉
の
提
唱
し
て
い
る
方
法
は
、
受
刑
者

の
了
解
を
え
て
服
用
さ
せ
る
の
か
、
あ
る
い
は
強
制
的
に
用
い
る
の
か
、
そ
れ

と
庵
睡
眠
中
に
注
射
す
る
の
か
．
そ
う
し
た
具
体
的
な
点
は
は
つ
き
り
し
な

い
。　
毒
殺
刑
は
、
現
在
そ
れ
を
採
用
し
て
い
る
国
は
な
い
に
し
て
も
、
絞
首
刑
や

ギ
ロ
チ
ン
あ
る
い
は
電
気
イ
ス
の
残
酷
さ
を
い
く
ぶ
ん
な
り
と
も
緩
和
す
る
一

手
段
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
す
で
に
早
く
明
治
三

　
　
　
　
今
泉
秀
太
郎
（
ポ
ン
チ
絵
画
家
）
の
死
刑
方
法
改
正
論

十
四
年
に
、
そ
5
し
た
提
唱
が
な
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、

上
、
忘
る
べ
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。

わ
が
近
代
死
刑
論
史

（
1
）
　
今
泉
秀
太
郎
「
一
瓢
雑
話
」
・
一
八
二
頁
以
下
．

（
2
）
　
例
え
ば
家
永
三
郎
「
明
治
時
代
の
死
刑
廃
止
運
動
ヒ
社
会
改
良
第
一
巻

　
三
号
（
昭
和
三
十
一
年
）
四
頁
以
下
．
向
江
璋
悦
「
死
刑
廃
止
論
の
研
究
」
（
昭

　
和
三
十
五
年
）
・
二
四
四
頁
以
下
、
正
木
亮
「
死
刑
－
消
え
ゆ
く
最
後
の
野

　
蛮
」
（
昭
和
三
十
九
年
）
・
六
二
頁
以
下
等
．

（
3
）
　
拙
稿
「
明
治
前
期
の
死
刑
廃
止
論
」
・
法
学
セ
ミ
ナ
！
・
昭
和
三
十
三
年

　
五
月
号
・
四
四
頁
以
下
。

（
4
）
　
き
ゲ
p
ピ
窪
冨
琴
9
＞
田
9
0
q
o
馬
O
碧
＃
巴
℃
‘
三
吟
ヨ
①
曇
．
一
㊤
O
o
o
》
り
9

　
因
み
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
お
け
る
最
初
の
電
気
イ
ス
の
受
刑
者
は
ケ
ム
ラ

　
i
（
≦
邑
す
目
因
①
目
巨
霞
）
と
い
う
男
で
一
八
九
〇
年
八
月
六
日
に
執
行
さ
れ

　
た
（
昌
国
■
国
舘
づ
雷
堕
巳
Z
●
雰
弓
8
ひ
①
鉢
Z
o
譲
頃
o
ユ
8
塗
営
O
該
ヨ
ぎ
o
ざ
の
ざ

　
一
逡
P
b
ト
一
〇
）
。
第
二
番
目
の
受
刑
者
は
翌
年
一
月
執
行
さ
れ
た
在
留
邦
人
渋

　
谷
重
次
郎
（
重
蔵
と
も
云
う
）
で
あ
る
（
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
五
日
、
二

　
十
四
年
一
月
十
六
日
・
毎
日
新
聞
）
。

（
5
）
　
こ
の
こ
と
は
、
い
ち
早
く
わ
が
国
に
も
伝
え
ら
れ
た
．
例
え
ば
明
法
雑
誌

　
第
七
七
号
（
明
治
二
十
二
年
二
月
）
は
、
雑
報
欄
に
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
て

　
は
愈
々
死
刑
は
電
気
を
用
ふ
る
こ
と
に
決
定
し
本
年
の
一
月
元
旦
を
期
し
て
其

　
法
律
を
発
布
す
る
の
筈
な
り
と
．
死
刑
に
電
気
を
用
ふ
る
は
之
を
以
て
備
矢
と

　
為
す
」
（
二
八
頁
）
と
報
じ
て
い
る
．
「
発
布
」
は
施
行
の
誤
り
で
あ
る
．

（
6
）
　
「
今
泉
秀
太
郎
氏
計
報
」
・
慶
鷹
義
塾
学
報
第
八
三
号
（
明
治
三
十
七
年
十

　
月
）
・
九
一
頁
．

（
7
）
　
今
泉
の
著
作
に
は
、
「
極
東
地
図
」
（
庚
寅
新
誌
社
）
、
「
一
瓢
漫
画
集
」

　
（
同
前
）
、
「
西
洋
習
字
新
法
」
（
春
陽
堂
）
、
お
よ
び
中
学
校
教
科
書
　
「
乞
婁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
（
一
四
九
九
）



　
　
今
泉
秀
太
郎
ヘ
ポ
γ
チ
絵
画
家
）
の
死
刑
方
法
改
正
論

　
の
釜
霊
目
亀
℃
雪
ヨ
導
鴇
∈
」
（
誠
之
堂
y
な
ど
も
あ
る
。

（
8
）
　
正
木
・
前
掲
書
二
一
三
七
頁
。

（
9
）
　
＞
旨
『
ξ
国
8
毘
9
閑
＆
9
ぎ
記
8
国
導
o
q
一
お
ご
誘
西
村
克
彦
訳
「
絞

　
首
刑
」
・
二
五
〇
頁
ー
二
五
一
頁
。

（
1
0
）
　
≧
宮
詳
ρ
ヨ
舅
蒙
浮
邑
。
臣
の
g
鴨
寅
繋
三
。
9
琴
這
宅
杉
捷
夫
、
川
村

　克己訳「

ギ
・
チ
ン
」
・
七
二
頁
。

前
註
（
1
）
　
欄
外
に
印
刷
さ
れ
た
書
入
れ
は
、
本
稿
印
刷
の
便
宜
上
、
　
（
）
を
附
し

　
て
本
文
の
適
当
と
思
わ
れ
る
個
所
に
組
み
入
れ
た
。
な
お
、
原
文
の
圏
点
及
び

　
傍
線
は
削
つ
た
。

（
2
）
　
こ
の
書
き
入
れ
は
、
談
話
速
記
の
原
稿
完
成
後
、
今
泉
が
、
自
ら
筆
を
執

　
つ
て
加
筆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○

　
　
死
刑
の
改
正
を
望
む

　
死
刑
の
全
廃
と
い
ふ
事
は
今
の
世
に
は
適
し
な
い
話
で
．
東
洋
諸
国
な
ど
に

は
最
も
必
要
の
な
い
も
の
と
考
へ
ま
す
。
（
現
世
ノ
如
キ
禽
獣
世
界
ニ
ハ
死
刑
ノ

要
ア
リ
）
昔
は
礫
、
火
焙
、
鋸
挽
杯
残
忍
酷
薄
な
方
法
が
色
々
あ
つ
た
さ
う
で
す

が
、
近
頃
は
普
通
の
斬
首
の
刑
も
廃
め
に
成
つ
て
、
唯
絞
首
の
刑
の
み
が
存
し

て
居
る
。
亜
米
利
加
で
は
数
年
前
か
ら
時
折
電
気
の
応
用
を
試
し
て
居
る
様
で

す
が
、
ま
ず
世
界
中
一
般
に
行
は
れ
て
居
る
の
は
絞
殺
で
あ
り
ま
す
。
私
は
其

絞
殺
と
い
ふ
方
式
も
、
随
分
残
酷
に
過
ぎ
は
し
な
い
か
、
今
世
の
様
に
医
術
も

進
歩
し
、
薬
種
も
沢
山
に
あ
り
、
道
徳
の
進
ん
だ
時
代
で
あ
り
な
が
ら
、
何
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
一
五
〇
〇
）

毒
薬
を
使
用
し
な
い
か
、
其
理
由
が
解
せ
な
い
。
西
洋
人
は
毒
殺
と
云
ふ
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ま
ロ

就
て
一
種
非
常
な
恐
怖
心
、
迷
心
が
あ
る
や
う
に
も
思
は
れ
る
が
、
医
師
の
施

術
を
受
け
る
時
に
、
瓦
斯
、
モ
ル
ヒ
ネ
、
コ
カ
イ
ソ
．
コ
ロ
x
ホ
ル
ム
等
各
種
の

麻
痺
薬
を
、
応
用
す
る
事
は
平
気
で
居
る
。
私
は
此
類
の
毒
薬
で
は
な
い
、
麻
痺

薬
を
死
刑
に
利
用
し
た
ら
ぽ
宜
し
か
ろ
う
、
実
際
何
の
差
支
が
起
る
か
、
一
番

穏
当
な
方
法
と
考
へ
ま
す
。
（
若
シ
此
劇
薬
ヲ
用
ユ
ル
丈
ニ
テ
ハ
蘇
生
ノ
虞
ア
ラ

バ
麻
酔
中
頸
動
脈
ヲ
切
断
ス
ル
モ
可
ナ
ラ
ン
一
切
万
事
患
者
扱
ニ
ス
レ
バ
決
シ
テ
残

酷
ノ
行
為
ト
思
フ
人
モ
ア
ラ
ザ
ル
可
シ
）

　
仮
し
罪
人
を
病
人
同
様
に
取
扱
ふ
と
い
ふ
事
は
、
余
り
穏
当
に
過
ぎ
る
と
云

ふ
か
。
試
に
罪
人
の
心
に
成
つ
て
御
覧
な
さ
い
、
昔
の
処
刑
な
ら
ば
イ
ザ
知
ら

ず
、
今
の
絞
殺
に
就
い
て
綱
で
締
ら
る
の
が
、
痛
さ
う
だ
、
苦
し
さ
う
だ
杯
と
、

死
ぬ
時
の
苦
痛
を
恐
れ
る
心
は
極
く
く
の
一
小
部
分
で
、
寧
ろ
裁
判
官
か
ら

最
後
に
死
刑
の
宣
告
を
受
け
た
瞬
間
が
、
無
上
の
絶
望
、
落
胆
の
極
、
不
愉
快

の
頂
上
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
即
ち
心
に
無
形
の
一
刀
を
刺
通
さ
れ
た
も
同
然

で
あ
り
ま
せ
う
。
然
ら
ば
尚
其
上
に
痛
た
さ
う
、
苦
し
さ
う
な
刑
を
執
行
す
る

の
は
、
取
り
も
直
さ
ず
刑
を
重
ね
る
訳
に
当
る
か
ら
、
命
を
絶
つ
方
法
は
成
る

可
く
穏
当
に
し
て
も
宜
し
か
ら
う
。
私
は
誓
つ
て
申
す
、
絞
殺
は
文
明
的
の
行

為
で
な
い
か
ら
、
一
日
も
早
く
其
改
正
を
要
す
る
事
で
あ
り
ま
す
．

　
私
は
先
年
乗
馬
の
稽
古
の
際
に
、
誤
つ
て
馬
の
蹄
に
触
れ
て
前
歯
五
六
枚
を

粉
砕
さ
れ
ま
し
た
、
其
時
の
事
を
回
想
し
て
見
る
に
、
眼
に
蹄
を
認
め
た
ま
で

は
覚
え
て
居
ま
す
が
、
其
後
は
痛
か
つ
た
と
も
、
蹴
ら
れ
た
と
も
、
全
く
知
覚

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
若
し
不
意
に
首
を
斬
ら
れ
、
突
然
喉
を
締
ら
れ
た
時

は
、
此
馬
に
蹴
ら
れ
た
時
と
毫
も
相
違
は
あ
る
ま
い
と
思
ひ
ま
す
。
又
柔
術
の



稽
古
中
に
喉
を
締
め
ら
れ
て
、
気
絶
し
か
x
つ
た
事
は
毎
度
で
あ
り
ま
し
た

が
、
（
細
キ
綱
、
紐
ノ
類
ニ
テ
首
ヲ
締
ム
ル
ハ
苦
痛
多
シ
故
二
柔
術
ノ
稽
古
着
ノ

襟
ハ
可
成
太
ク
厚
ク
ス
ル
コ
ト
得
策
ナ
リ
）
此
時
は
自
分
が
初
め
か
ら
覚
悟
を
し

て
居
る
上
に
、
人
の
手
で
締
る
の
は
絞
罪
器
械
と
違
つ
て
、
ジ
リ
く
漸
々
に
力

が
這
入
つ
て
来
る
か
ら
、
一
時
少
し
苦
し
い
が
其
中
に
次
第
に
好
い
心
持
に
成

つ
て
来
て
．
望
遠
鏡
を
倒
さ
に
覗
く
様
に
、
夢
か
幻
の
や
う
な
一
種
の
風
景
人
物

が
小
さ
く
遠
く
現
は
れ
て
来
る
、
其
幻
が
去
つ
た
後
は
、
知
覚
を
失
ふ
様
に
思

ひ
ま
す
。
（
前
面
一
方
ヨ
リ
咽
喉
ヲ
圧
迫
ス
ル
丈
ニ
テ
ハ
人
ノ
呼
吸
ヲ
絶
ツ
コ
ト
容

易
ナ
ラ
ズ
　
余
ノ
如
キ
モ
壁
前
二
立
ツ
テ
喉
二
棒
ヲ
当
テ
通
常
人
二
三
名
位
二
推

サ
セ
テ
モ
之
ヲ
推
返
ス
事
敢
テ
難
カ
ラ
ザ
リ
シ
首
ノ
カ
ハ
手
足
ノ
カ
ニ
モ
優
ル
強
キ

モ
ノ
ナ
リ
昔
関
口
流
ノ
柔
術
二
妙
ヲ
得
タ
ル
某
氏
力
大
罪
ヲ
犯
シ
絞
刑
二
処
セ
ラ
レ

タ
ル
コ
ト
ア
リ
氏
ハ
刑
場
二
臨
ム
ヤ
刑
吏
二
告
ケ
テ
日
ク
「
余
ノ
喉
ハ
常
人
ト
等
シ

カ
ラ
ズ
試
二
余
ノ
絶
息
ス
ル
ニ
至
ル
迄
ノ
時
間
ヲ
計
リ
給
ヘ
ト
」
果
シ
テ
普
通
人
ノ

三
倍
以
上
ノ
時
間
ヲ
堪
ヘ
シ
ト
云
フ
）
以
上
は
私
の
実
験
上
の
お
話
で
す
が
、
兎

に
角
被
刑
人
の
身
に
取
つ
て
は
、
局
端
の
最
も
烈
し
い
苦
痛
は
知
覚
を
失
ふ
事

も
早
い
か
ら
、
却
て
仕
合
せ
に
な
る
訳
で
御
座
い
ま
す
。
そ
れ
で
す
か
ら
斬

首
も
絞
首
も
、
死
際
の
苦
痛
は
等
し
く
共
に
本
人
に
は
分
か
る
程
の
暇
間
が
な

い
。
唯
世
間
の
人
が
斬
首
の
刑
を
厭
ふ
情
は
、
身
体
が
二
分
す
る
と
云
ふ
死
後

の
惨
状
と
、
血
を
流
す
と
い
ふ
不
快
の
念
に
過
ぎ
な
い
。
併
し
絞
殺
さ
れ
た
人

が
脱
糞
す
る
な
ど
の
惨
状
、
醜
体
は
、
斬
首
と
格
別
の
相
違
も
あ
る
ま
い
。
此

様
な
酷
刑
の
行
は
れ
る
の
は
、
第
廿
世
紀
の
一
大
汚
点
と
申
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ぬ
。

後
記
　
本
稿
の
執
筆
に
際
し
、
平
良
教
授
、
官
沢
浩
一
助
教
授
、
お
よ
び
慶
懸
義

　
塾
々
史
編
纂
所
主
事
会
田
倉
吉
氏
か
ら
種
々
の
御
援
助
を
う
け
た
．
こ
こ
に
深

　
謝
の
意
を
表
す
る
。

今
泉
秀
太
郎
（
ポ
ン
チ
絵
画
家
）
の
死
刑
方
法
改
正
論

八
五
　
　
（
一
五
〇
一
）


